
１・２・３年、　機械・電気・電子・工化・建築　科、　A・B・C・D・E　組　　(該当に○)

地震の避難の常識クイズ

「はい」に○、「いいえ」に×、「わからない」に？をつけてください。

Q１　地震がきたらまず火を消す　　　　　　　　　　　　　　　(　　　)

Q２　避難する時には電気のブレーカーを切る　　　　　　　　　(　　　)

Q３　火が出たら消防の人が消火してくれる　　　　　　　　　　(　　　)

Q４　避難所へ行けば、食事や泊まる場所がある　　　　　　　　(　　　)

Q５　災害伝言ダイヤル「１７１」で家族に連絡がとれる　　　　(　　　)

Q６　情報はインターネットでも得られる　　　　　　　　　　　(　　　)

※回答回収後配布

地震の避難の常識クイズ　解答

A１　×　
まず身の安全を確保、避難路を確保、状況に合わせて対応して下さい。初期消火は有効ですが、揺れている
最中はかえってケガの元になる場合があります。
A２　○
避難時に、ガスの元栓を止め、電気のブレーカーを落としましょう。後日、通電する時には配線をはずして
安全確認をしてから。発火の危険があります。　
A３　×
地震時の災害の規模によっては、同時多発で火災・救助・救急が発生します。家庭や学校では、初期消火で
防げる火災は自分たちの手で防ぎましょう。
A４　×
原則として、自分が住んでいるところの自治体だけ、災害弱者優先で用意されていると考えましょう。
A５　○
災害時は加入電話や携帯電話より、公衆電話が優先されます。このダイヤルに伝言を残すことができます。
家族との連絡方法を確認し、方法を覚えておきましょう。かける時に(戻りますが)十円玉が必要なので、
お守りがわりに持っているといいですね。
A６　○　・・・しかし、
インターネットによる情報には、デマやウソが混ざっていることがあります。信用のおけるサイトからの情
報を、できればテレビやラジオといった他のニュースソースでも確認しましょう。デマやウソに惑わされな
いように!!
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